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サンゴマップって？
誰でも参加できるサンゴのモニタリングプログラムです。

これまで集まったサンゴの分布・産卵情報
(2008年7月1日～2011年10月29日現在)

サンゴの目撃情報を広く募り、サンゴ礁の現状を把握します。 情報提供数：481件
白化：399件、 回復：6件、北上：2件、産卵6件含む

情報提供者の人数：183名

サイトアクセス数：3万9802 アクセス

（件） （名）

4年目の今年は、情報提供が激
減しました 今年の普及活動
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参加者はインターネットを通じて
簡単にサンゴの目撃情報を投
稿出来ます。投稿いただいた情
報は、リアルタイムで、グーグル
マップ上に表示されます。
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成果

減しました。今年の普及活動
は、4月に各種メーリングリストで
産卵情報提供を呼び掛けるだけ
にとどまり、圧倒的に普及の機
会が少なかったことが原因と考
えられます。

※サンゴマップに寄せられた情報は「分布・白化・産卵」の3種類の結果マップに表示されますが、ここでは１つにまとめて紹介します。

今年度寄せられた22情報から代表的なものを紹介

日本海洋学会学会誌

「海の研究」

に寄稿論文として投稿

結果マップ 成果

①サンゴマップ2本目の論文を出版

に寄稿論文として投稿

しました。

■1本目はこちら
山野博哉・浪崎直子 (2009) 最
前線のサンゴ：千葉県館山のエ
ンタクミドリイシ群体の変化. 日
本サンゴ礁学会誌, 11, 71-72.

【分布情報】

観察場所：田子島外側
直径３０ｃｍ程度の卓状ミドリイシ
が数箇所、直径５ｃｍほどの小さ
いサイズも多い。ポイントは夏季
限定のポイント

【分布情報】
【分布情報】

観察場所：大月町竜ヶ迫白崎

【分布情報】

②環境省「サンゴ礁分布図システム」公開
出典元：http://coralmap.coremoc.go.jp/sangomap_jpn/index.html

サンゴマップの分布目撃情報が
活用され、作成された、環境省
の「サンゴ礁分布図」が、環境
省国際サンゴ礁研究・モニタリ
ングセンターのホームページに
公開されました

場所：佐賀県鷹島の沖の島
１.キクメイシサンゴ 大きさは1.2ｍ机位あ
ります。２.２種類のサンゴが写っていま
す。イボサンゴ？シーカヤックで漕いでい
てサンゴらしきものを見つけるとシュノー
ケリングで観察しています。この海域には
小さいものから１ｍを超えるものまで、い
ろいろ住んでいることが分かってきまし
た。▴北上と思われる情報にチェック

【分布情報】

場所：山川港
本島としては、被度がかなり高く
きれいでした。小さい群体が多
かったので回復途上と思われま
した。マイクロアトール的なもの
も小規模ですがありました。
▴回復と思われる情報

【分布情報】

観察場所：高知県カジカケ
このポイントだけではなく、
竹ヶ島周辺はサンゴが豊富な
所がたくさんあります。ダイビ
ングポイントにもなっていま
す。

観察場所：柏島
岸から少し離れた岩礁の周り
にたくさんサンゴがいました。

【分布情報】

観察場所：大月町竜ヶ迫白崎
ばぁ浜

【白化情報】

観察場所：砂辺No2
ハナヤサイサンゴ属の群体が白化
しているのが観察された。8割ほど
でほぼ群体全体が白化していた

【白化情報】

公開されました。

課題
場所 垣島浦底湾

【産卵情報】

【分布情報】

観察場所：大分県蒲江ビーチ
オニヒトデは見当たりませんが、
食巻貝はちょこちょこ見られま
す。サンゴが砂に埋まってしまっ
ているのでちょっと残念でした。

【白化情報】

場所：黒島Ｖ字リーフ
オニヒトデは見られなかった

【白化情報】

観察場所：大度海岸
ハナヤサイ属のサンゴで白化が見
られた。観察したハナヤサイ属サン
ゴの約半数で群体の一部が白化し
ており、3割の群体では全面が白化
していた。

【白化情報】
でほぼ群体全体が白化していた。

形ある成果が生まれ、誰もが気軽に参加できる「間
口の広い普及啓発活動」でありながら「政策的にも
学術的にも貢献度の高い活動」に繋がっています。

・ハナヤサイサンゴが特異的に白化する現象が報告されました。
・今年は特にオニヒトデに関する情報が多く寄せられました。
・産卵情報は今年は1件のみ、昨年度の情報を合わせても6件しか寄せられていません。

■産卵情報がまだ6件・・・普及活動が課題
→昨年から始まった産卵マップ、まだまだ情報が足りません。今
年4月にＭＬで産卵情報の提供を呼びかけましたが、大震災直
後ということもあったのか、今年は1件しか集まりませんでし
た。今後の情報提供を呼びかける普及活動が課題。

情報提供くださったみなさま、ご協力ありがとうございました。

場所：石垣島浦底湾
（マークパンサー）

Acroporaがばんばん産卵していま
した。8時半ごろにはセッティングし
ており、水中にちらほらバンドルが
みられる。テーブルが9時過ぎごろ
に産みはじめ、短めの枝状が10時
過ぎから一斉に産卵しました。11時
ごろオヤユビっぽい太短枝の種の
産卵を確認。

場所：野底崎西
オニヒトデの大量発生を確認。石
垣島北部から西部にかけ（平久保
―伊原間―野底―米原―川平―
崎枝）で数え切れないほどのオニ
ヒトデを確認。８月後半には浅瀬
にも大量に上がってきた。サンゴ
は広範囲で死滅。

観察場所：御神崎南エビ穴
オニヒトデの量は深刻。いたる
ところに大きいのから小さいの
までいる。このままでは時期に
この地域全部壊されてしまうか
も・・・。


